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論 文 要 旨 

2025 年には 65 歳以上高齢者の 5 人に 1 人が認知症高齢者となると予想されている。本

論文は人生の最終段階における気管支内挿管・人工呼吸器の装着・胃ろうの増設という医

療行為を受けるか否かの意思決定を認知症高齢者に代わって行う際に、家族が本人の意志

を尊重した共感的な代理意思決定を行うための支援策について検討した研究である。 

本論文は 9 章で構成されている。第 1 章研究の背景では、日本およびアメリカ、イギリ

スなどの西欧諸国と韓国、中国などのアジア諸国における認知症高齢者の終末期医療の現

状について概観し、延命治療に対する考え方、医療行為の内容、意思決定のプロセスなど

に関する先行研究をまとめている。そのうえで認知症高齢者の代理意思決定には、高齢者

の認知的同意能力だけでなく価値観や人生史なども含めた高齢者の意思を共感的にくみ取

ることの必要性について論じている。第 2 章では、介護老人保健施設に入所する認知症高

齢者の家族の共感的な代理意思決定を行うための支援の在り方を検討するという研究目的

を示し、研究の意義、構成、用語の定義を行っている。 

第 3 章から第 8 章までは 6 つの実証的研究である。第 3 章の研究 1 では、認知症高齢者

家族を対象とした半構造化面接を行い、認知症高齢者に対する家族の代理意思決定プロセ

スの構造における共感性の枠組みを提示している。第 4 章研究 2 では、コミュニケーショ

ンが可能な認知症高齢者 20 名を対象としたインタビューにより、医療行為を受けるか否

かの意思決定は曖昧な場合がほとんどであり、認知症高齢者を含めた家族の話し合いの必

要性が指摘された。第 5 章では認知症高齢者とその家族を対象として医療行為に関する意

思の相違と認知症高齢者の意思に対する家族の共感性について検討した。実際に医療行為

に関する話し合いをしている家族は少なく、継続的に話し合いができるようなサポートや

医療行為の選択をイメージできるサポートの必要性が示された。第 6 章研究 4 では、高齢

者と家族を支援する立場である看護師のアンケート調査では認知症高齢者の意思を尊重し

たいとしつつも家族の意思が優先されるというジレンマがあり、医療者側が高齢者も家族

も納得できるような支援の必要性を感じていることが明らかになった。次いで研究 5 とし
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て看護師へのインタビュー調査が実施され、高齢者の意思の推察が不十分だと代理意思決

定後の家族の苦悩が大きいという実態があり、認知症高齢者の感情を理解し、その感情を

理解しようとする家族の共感性を高めることの重要性が確認された。そして家族がどの程

度高齢者の意思を推測しているかという共感性を把握する必要性が指摘された。そこで第

7 章において家族共感性尺度の開発が行われた。尺度項目の内容的妥当性についての予備

調査を行った後、認知症高齢者家族と高齢者家族 500 名に対する web 調査を行われた。そ

の結果 4 因子 16 項目の家族共感性尺度が作成され、確認的因子分析の適合度や信頼性に

問題はないことが確認された。第 8 章では、家族の代理意思決定における共感性向上に向

けた試みとして、先に開発された家族共感性尺度を用いて、点滴や胃ろうセットなどの実

際の医療器具を用いて家族、介護者への介入がなされた。事例をはじめ具体的イメージを

用いたワークは認知症高齢者に対する共感性向上につながる可能性が示された。第 11 章

総合考察では、代理意思決定を家族が行う際の共感性向上のための支援の意義と課題につ

いて論じ、今後の展開が述べられている。 

 

 

論文審査要旨 

 学位請求論文提出後、主査と３名の副査による審査が行われた。本邦における認知症高

齢者の増加に伴い医療現場における代理意思決定の問題は確実に増えていくと予測され、

認知症高齢者の医療行為の代理意思決定に取り組んだ重要な研究として本論文は評価され

た。その審査過程では、介入の内容の詳細な記述が必要である、介入によって共感性得点

が変化した対象者について考察を深める必要がある、統計分析結果の標記が不十分である、

看護学生を対象とした研究の必要性などについての指摘、意見が出された。これらの指摘

や意見に対して、看護学生の部分を削除するなどの丁寧な加筆修正が行われた結果、本論

文は認知症高齢者家族の共感性を伴った代理意思決定を支援するための研究として意義あ

るものであり、学位論文としての水準に達していると認められた。本論文は関連するデー

タや先行研究を丁寧に見直し、認知症高齢者とその家族そして看護師も含めたインタビュ

ーを繰り返し、さらにアンケート調査も行い詳細な検討がなされている。健康心理学上の

独創性が認められ、主査、副査全員一致して、健康心理学の学位論文として合格であると

判定した。 

 

 

口頭審査要旨 

 公開での最終審査は、３０分間の論文概要の発表、３０分間の質疑応答、その後非公開

での主査・副査による合否判定が行われた。発表では、パワーポイント資料が準備され、

研究の概要についての説明がなされた。質疑においては、家族共感性尺度の適用の範囲を

どのように考えているか、今回行われた介入がその後の認知症高齢者と家族の話し合いの

きっかけとなったかどうかを確認したか、本研究を今後健康心理学の中でどのように活か 
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最終的に学位論文の口頭審査は審査委員の全員一致で合格であると判定された。 

していこうと考えているかなどといった質問が重ねられた。それらに対し今回本研究で開

発された尺度は認知症高齢者に限定されず高齢者の医療行為に関する代理意思決定におけ

る共感性についても評価することが可能であることや、認知症高齢者の家族が身体的侵襲

性の高い医療行為を選択するうえでの精神的負担の軽減につなげていくことなど、今後の

課題や研究の発展的方向をふまえた適確な回答がなされた。審査者からは、今回の研究の

多くが質的研究であったことから量的研究も加えた研究の一般化をすすめ、さらに研究を

深めてほしいという要望が出された。 


